
 2. 大学ICT推進協議会における活動
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大学等の高等教育機関を会員とする一般社団法人

• 設立  2010年12月
米国EDUCAUSE の姉妹組織

• 会員  国公私立111大学（2019年1月現在）
• 賛助会員  62社 （2019年1月現在）
• 会長  北野正雄 京都大学理事・副学長（情報担当）

事務局 京都大学内
初代会長・名誉会員  安浦寛人氏（九州大学 理事・副学長）

• 目的  
高等教育・学術研究機関における情報通信技術を利用した教育・研究・経営の
高度化を図り、我が国の教育・学術研究・文化ならびに産業に寄与

• 年次大会 （2011年から毎年12月頃に開催）
2018年度 札幌 参加者数1,100名 （2018年11月19日〜21日）
2019年度 博多 （2019年12月12日〜14日）

• 部会  12
CIO部会，クラウド部会，研究データマネジメント部会等
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設立準備委員会資料より
（2010年10月）
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設立準備委員会資料
（2010年10月）
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設立準備委員会資料
（2010年10月）



 

大学ICT推進協議会
研究データマネジメント部会
• 設置  2017年6月

• 目的
大学の研究者・情報基盤設計者・大学執行部・資金配分機関・
オープンサイエンスを推進する研究コミュニティ等，多様
なステークホルダからの情報収集・議論の場を設け，研究活動
のライフサイクルに沿った，データの収集・生成・活用・保管と公開
のためのICT基盤の在り方を提言

• 体制
• 主査 青木学聡 (京都大学)
• 副査  山地一禎 (NII)，船守美穂 (NII)，梶田将司 (京都大学)
• 担当理事  相原玲二 (広島大学)
• 部会員  大学(基盤センタ，図書館)・企業などを中心に十数名 (2018年5月現在)
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学術機関における研究データ管理に関する
提言（案，2019年5月公開予定）の背景

AXIES研究データマネジメント部会(RDM部会)は、2017年に設置され、大学・研究機関における研
究データの管理と利活用に関する諸問題に取り組んでいます。昨今、研究公正の一層の強化
やオープンサイエンスの推進等、多面的な視点より研究データ管理の必要性が取りざたされ、政府や
研究資金配分機関より研究データの取扱いに関する指針が制定されるようになりました。これに従
い、これまで主に研究者個人の裁量で行われてきた、研究データの取得、保管、共有と公開といった
研究データ管理は、ポリシーに適応した一定の基準でもって実施することが必要になっています。
さらに、大学等学術機関は研究データ管理に要求される義務と、研究現場における研究データ管理の
実情を知り、それを組織的な取り組みとしてまとめ上げることが要求されます。また、多くの研究
データがデジタル化され管理されるようになった現在、各学術機関のCIOが中心となり、機関での研
究データ管理環境をICT基盤と共に整備することも多いと考えられます。

研究データ管理の問題は、学内だけでなく学外の研究者や一般市民、資金配分機関、共同研究機関等多
様なステークホルダが存在します。さらに、研究データ管理を実施する意義やその対象とするデータの定
義についてもまだ確固たる合意事項がない状態です。RDM部会では、研究機関が組織的な研究データ管
理を、なぜ、どのように進めるかの指針を示すべく、「学術機関における研究データ管理に関する提
言(案)
」を作成いたしました。本文書が学術機関における、研究データ管理環境整備の一助となることを願
います。
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 3. 研究者ファーストとしたあるべき姿
（私見）
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Open 
Science

Open 
Science

 

研究公正

研究公正

 

Open 
Access

 

計画段階

実施段階

アーカイブ段階

公開段階

図書館

大学・研究機関

HPC

基盤センタ

  

研究計画に
関するポリシ

 

アーカイブに
関するポリシ

 

公開に
関するポリシ

 

研究実施に
関するポリシ 

学協会

研究費配分機関

URA

関係者が共有可能な青写真とコーディネーション
研究者の研究データマネジメント能力を新たなコンテキストに合わせて如何に高めるか?

博物館

研究
者
研究
者

研究者が新しいコンテキストに容易に適応可能にするあり方


